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 在外同胞財団は大韓民国外交部傘下の在外同胞専担機構として

1997年に設立され全世界750万の在外同胞が民族的な連帯感を維持
しながら滞在国の中で模範的な構成員として成長できるように支援
しております。
 当財団は世界各国の在外同胞青少年にコミュニケーションと絆を作
る機会を提供し、母国の社会・歴史・文化を体験することで朝鮮民
族（韓民族）としての誇りとリーダシップ養成の契機を提供するた

め、「2022在外同胞青少年・大学生」を行う予定でございます。 

I 研修概要

 1.　研修目的

  ㅇ全世界の在外同胞青少年が母国である大韓民国の社会・ 

文化・歴史などを直接体験することによって韓民族のアイデ

ンティティとネットワークを形成
  ㅇ国内・外の韓民族青少年の民族連帯感増進および次のグロー 

バルリーダーへとの成長を誘導

 2. 研修概要

- 参加者募集広告 -
2022 在外同胞青少年および大学生母国研修

(2022 OKFriends Homecoming Teens, Youth Camp)

行事名 2022在外同胞青少年母国研修
-OKFriends Homecoming Teens Camp-

2022在外同胞大学生母国研修
-OKFriends Homecoming Youth Camp-

期間
• 一次 : 22.7.14(木)~19(火) (５泊６日)
• 二次：22.7.28(木)~8.2(火) (５泊６日)
• 三次：23.1.12(木)~1.17(火)(５泊６日)

• 1回目:'22.7.20(水)~7.27(水)(7泊8日)

• 2回目:'22.8.3(水)~8.10(水)(7泊8日)

場所 • 青少年：国立青少年修練施設（150人単位グループ分割）
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対象 
○ 14歳~18歳 
('22.7.1基準)

 在外同胞青少年 

ㅇ 18歳 ~ 25歳(‘22.7.1 基準) 
在外同胞大学生および入学予定者

※18歳の入学予定者は研修を選択し申
請可能

主な活
動

ㅇ 韓国の理解(探訪および体験) 
 - 伝統‧現代韓国体験、韓流文化体験
ㅇ 韓国人の理解(交流及び親和)  
 - 国内青少年との交流 
ㅇ 韓民族アイデンティティ (教育及び
参加) 
 - 韓国語および文化の教育、テーマごとの講演、社会参加及び分け合い活
動  
ㅇ 韓民族発展への貢献(発表及び評価)
 - 感想の発表、実践意志の発表、評
価及び提案  

ㅇ 韓民族アイデンティティ(探訪及び
体験) 
 - 韓国語及び文化体験、主要遺跡や
施設を訪問
ㅇ 公共外交活動(教育及び参加)
 - グローバルキャンペーン、K-カルチャー文化公共外交活動、参加型価値
公共外交活動
ㅇ グローバルリーダーシップの育成(討論及び教育)
 - 世界市民意識、環境、統一などのテーマ討論  
ㅇ 韓国人理解(交流及び親交)
 - 韓国の大学生および次世代リーダーとの交流、ボランティア活動

※ 希望次数選択必須

II 申請および選抜方法  

 1. 選抜人数
  ㅇ 在外同胞青少年母国研修 : 計 1,000人(国外) 

    - 一次: 400人, 二次: 400人, 三次: 200人
  ㅇ 在外同胞大学生母国研修 : 計 400人(国外)

    - 一次: 200人, 二次: 200人

• 大学生：ソウルおよび地方

地域
’22 割り当て人数(人)

合計(%)青少年研修 大学生研修
一次 二次 三次 一次 二次

北米 100 100 10 35 35 280(14%)
ヨーロッパ 20 10 10 10 10 60(3%)
亜細亜・大
洋州

50 40 100 35 35 260(13%)
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 2. 申請資格  
  ㅇ 全世界の在外同胞青少年・大学生の中で 

    - ５年以上合法的に海外滞在中の在外同胞学生
  ‧ 市民権者、永住権者、韓国国籍者、養子と養父母、多文化家

庭のお子様  

  ‧ 独立運動家の子孫、高齢人の子孫、朝鮮族同胞など  

  ‧ 在外同胞社会への寄与意志および在外韓国人社会ボランティ

ア実績の優秀な学生
  ‧ 全日程を参加するにあたり、心身上問題のない健康な学生
  ‧ 海外出国に関する駐在国法律に抵触しない学生

       ※ 近年3年内の参加者は全体参加者の１０％以内で選抜

 3. 申請方法 
  ㅇ www.korean.netに接続し会員登録後個別申請

 4. 選抜基準 
  ㅇ 必要書類をすべて提出した者の中で 

    - 自己紹介、志望動機など研修目的と適合しているか否か

    -在外韓国人社会および居住国・地域社会でのボランティア実績
　　　(参考) 

    - 管轄公館の推薦内容および推薦順位（参考）

    - その他の参加者選抜審議を通じて定められた内容

 5. 優遇事項 

アフリカ・中
東

10 10 10 10 10 50(2.5%)

中南米 10 10 20 20 20 80(4%)
ロシア・CIS 80 70 20 50 50 270(13.5%)
日本 30 100 20 5 5 160(8%)
中国 100 60 10 35 35 240(12%)
国内 200 200 100 50 50 600(30%)
合計 600 600 300 250 250 2,000(100%)
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  ㅇ 自己紹介、志望動機などが優秀な作成者  

  ㅇ 韓国語使用能力が優秀な者
  ㅇ 各種分野別特技優秀者
  ㅇ 学業分野および活動関連受賞の経歴が多い者
  ㅇ 地域社会でボランティア活動の実績が多い者

 6. 手続きの流れ

① 在外同胞財団 ② 参加希望者 ③ 在外公館
Ø 参加者募集広告
 ‧ www.korean.net
 ‧ www.okf.or.kr
 ‧ 全在外公館 

⇒

Ø 参加申請書作成 

 ‧ www.korean.net 接続
 ‧ 会員登録(ID/PW)
 ‧ 1, 2, 3次 区分(選択)
 ‧ 申請書及び具備書類

アップロード
 ‧ 該当する公館指定
 ‧ 申請完了後 申請書番号確

認 
 ‧ 受付完了メール確認

⇒

Ø 参加者推薦
 ‧ 申請結果の取り合わせ
 ‧ 申請書, 具備書類の確

認 
 ‧ 推薦者選抜 
 ‧ 優先順位表記後　 推薦

結果の公文発送 

④ 在外同胞財団 ⑤ 在外同胞 ⑥協力機関 
Ø 最終参加者選抜
 ‧ 審議委員会構成
 ‧ 最終参加者選抜 
 ‧ 選抜結果のお知らせ 
  www.korean.net在外公

館

⇒

Ø 選抜可否の確認
 ‧ www.korean.net 接続
 ‧ 会員登録(ID/PW)
 ‧ 申請書番号入力
 ‧ 結果確認 
※所轄公館、在外同胞財

団で確認可能

⇒

Ø 出入国支援 
 ‧ 航空日程案内
 ‧ 入国及び出国など行事

参加に必要情報に関す
る案内 

  

 7. 選抜除外事項 
¡ 神経精神系が弱いため治療を受けている者で、イベント途中に

ショック、発作、発病および異常行動が起こりうる場合 

¡ 酷いアレルギ、特定の飲食に対する発作およびショックなど、
期間中特別な注意を要する者

¡ 感染性疾病の予防のため一部地域の申請者の選抜を制限するこ
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とがある

Ⅲ 志願内容

 1. 航空券の支援  
  ㅇ 参加者全員に往復基準(エコノミー) 50%支援  
    - メキシコ・キューバ滞在の韓国人の子孫、養父母および養
　　　子には１００％支給
　(当財団が購入後伝達、伝達方法は最終選抜者に限り後日告知)

    ※ 21年オンライン研修参加学生には修了成績によって旅費を追加支援
  ㅇ 支給原則 
    - 同行事参加目的として購入した航空券に限り支給する

 

22年は新型コロナウイルス状況など対外環境変化に対応するため

、研修後

    - 出発地は参加者の滞在地域に限るが、個人の都合でほかの地域　　

　　　から出発する場合、滞在国に比べて航空券が安いところを基　　

　　　準とし支援する

      ‧ 例) 滞在国日本 + 出発地アメリカ ⇒ 日本航空運賃を基準とし支援 

      ‧ 例)滞在国アメリカ +　出発地日本 ⇒ 日本航空運賃を基準とし支援  

 

 2. 食事および宿泊施設の提供 ※行事期間に限る 

 3. 医療保険(旅行者保険) 加入 ※行事期間に限る 

Ⅳ 参加申請方法および結果通知 
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 1. 参加申込書および受付
   あ. 申請期間(韓国時間基準) 

     ㅇ 申し込み : 公告日から 2022. 5. 11(水)までに完了 
     ㅇ 公館の検討 : 2022. 5. 20(金) まで推薦完了 
     ㅇ 参加者選抜および結果発表: 2022. 5. 31(火) まで, www.korean.netを 

通じて個別確認
   

   い. 提出資料
     ㅇ 必須入力事項(申請画面から直接ハングルまたは英文で作成)

       ① 参加申込書、個人情報提供および活用同意書 
       ② 自己紹介(ハングル・英語の中から択一) ※ 現地出生かどう

か、居住期間を明示

       ③入学予定者の場合、入学許可書(申請画面から直接アップ

ロード)

     ㅇ 選択入力事項(申請画面から直接アップロード)

       ① 各種分野の特技・受賞証明書類(賞などの写本)

       ② 推薦書(校長、カウンセラー)

※申請者は当財団HP(www.korean.net)から志願申請書お　　 

よびすべての提出資料をアップロード

       ※メールアドレス、電話番号など連絡先は正確に記載する

こと(大概の告知がメールで行われるため、頻繁に使う

メールアドレスを記載すること)

       ※ 非常連絡先および韓国内の連絡先を必ず記載すること

   う. 申請方法（詳細は貼付を参考)  

 2. 結果確認およびお問い合わせ

    ㅇ 2022. 5. 31以降、「www.korean.net」を通じて個別確認ま

http://www.korean.net
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たは管轄交換・在外同胞財団次世代事業部にお問い合わせ

       ① 2022在外同胞青少年・大学生母国研修
         -次世代事業部キム·ジュドン課長 (+82-64-786-0275, 

joo@okf.or.kr)

       ② 申請システム担当者
        -e-韓民族事業部キム·ヨンミン課長(+82-64-786-0292, 

pms01@okf.or.kr)

. 〆.
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